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三沢市国民健康保険運営協議会 議事録（概要） 

 

１．日時：令和３年５月２６日（水）午後１時３０分から 

 

２．場所：三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者 

三 沢 市 長：小檜山 吉 紀 

（委 員） 

公 益 代 表：加 澤 明、佐々木 卓 也、遠 藤 泰 子、田 嶋 孝 安 

保険医保険薬剤師代表：小 西 史 人 

被用者保険等代表：山 下 秀 樹 

被 保 険 者 代 表：鷹 架 良 子、坂 本 幸 子、畑 山 陽 子、種 市 嗣 

         彦 

（事 務 局） 

市 民 生 活 部 長：工 藤 雅 則 

国 保 年 金 課 長：山 田 直 樹 副参事兼課長補佐：石 井 美代子 

国 保 係 長：一 戸  剛  主  事：吉 田 舞 子 

保 険 税 係 長：村 井 加奈子 主  事：髙 橋 愛 

 

４．欠 席 者 

保険医保険薬剤師代表：樋 口 茂 樹、中 山 宏 祥、澤 上 大 樹、 

 

５．議 事 

 

〈開会：１３時２５分〉 

 

司 会：お時間にはまだ早いですが、皆さんお集りになりましたので、始めさせていただ 

きます。 

ただ今から三沢市国民健康保険運営協議会を開催いたします。早速ではございま

すが、辞令の交付式を行います。お名前を呼ばれた方は、恐れ入りますがその場

にご起立し、辞令をお受け取りくださいますようお願いいたします。 

 

【三沢市長より各委員に委嘱状を交付】 

 

司 会：本日は欠席となっておりますが、樋口 茂樹 様、中山 宏祥 様、澤上 大樹 

様にも委員をお引き受けいただいておりますので、ご報告申し上げます。ここで、

市長よりご挨拶を申し上げます。 

 

市 長：三沢市国民健康保険運営協議会の開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。 

委員の皆様には、平素より、市政全般にわたり格別なるご協力を賜りますととも

に、公私ともにご多忙の中、快く本協議会委員をお引き受けくださいまして、心

から御礼申し上げます。 

さて、当市における国民健康保険の財政状況は、被保険者の高齢化の進行や就労

形態の変化などにより保険税収入が年々減少する一方で、医療技術の高度化に伴

う医療費増などにより厳しい財政状況となっております。 
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昨年度は、新型コロナウイルス感染症により、特定健診をはじめ被保険者の健康

を維持するための事業が一時中断するなど大きく制限を受けるなか、当市では感

染拡大を防ぎながら事業を進めてきたところであります。 

また、国民健康保険制度につきましては、平成３０年度に広域化が行われ、青森

県が財政運営の責任主体となりました。予防・健康づくりの効果的な展開や、保

険料水準の統一に向けた議論の開始、給付の適正化に関する取組み強化など、県

と市町村が協議を行いながら進めているところであります。 

今後は、これまで以上に保険税の徴収の適正化を進めると共に、生活習慣病の予

防を推進することにより医療費の抑制に繋げて参りたいと考えております。 

いずれにいたしましても国民健康保険事業は、加入者の健康保持と、安心して医

療機関を受診するために重要な役割を担うため、皆様のご意見を伺いながら、健

全な運営に努めて参りたいと考えております。 

どうか皆様には、当市の実情をご理解いただき、健全かつ安定した国保事業運営

の確保に向けご指導、ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、ご挨拶とい

たします。 

 

司 会：ありがとうございました。市長は、公務のため、ここで退席となります。 

 

【委員紹介】 

【事務局職員紹介】 

 

初めに、三沢市国民健康保険運営協議会規則第４条の定足数について報告いたしま

す。本日は、樋口委員、中山委員、澤上委員から欠席との報告を受けておりますの

で、本日の出席委員数は、１０名でございます。規則の定足数を満たしております

ので、本日の会議は成立することをご報告いたします。 

 

運営規則第３条により、議長は会長にお願いすることとなっております。会長が

選出されるまでの間、仮議長に進行をお願いしたいと思います。公益を代表する

委員の中で委員歴の長い加澤委員に仮議長をお願いしたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

 

「異議なし」との声あり 

 

司 会：それでは加澤委員、仮議長席へお願いいたします。 

 

仮 議 長：ご指名により暫時、仮議長を務めさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

 

それでは議事に入ります。初めに、会長の選出についてお諮りをします。選出に

あたっては、国民健康保険法施行令第５条の規定により、公益を代表する委員の

うちから、出席委員の選挙により選出することとなっています。いかが取り計ら

えば良いか委員の皆さんのご意見を伺います。 

 

田嶋委員：はい、指名推薦で。 

 

仮 議 長：推薦という声があります。よろしいですか。 
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「はい」という声あり 

 

仮 議 長：それでは、選考方法は指名推薦で選出してまいりたいと思います。 

それでは、推薦はありませんか。 

 

田嶋委員：加澤委員を推薦いたします。 

 

仮 議 長：今、私が指名されましたが、そのほかの推薦ございませんか。 

 

「ありません」という声あり 

 

仮 議 長：他に無いようですので、私が会長を務めさせていただいてよろしいでしょうか。 

 

「はい」との声あり 

 

仮 議 長：ありがとうございます。それでは、皆様のご了承をいただきましたので、会長を務

めさせていただきます。 

 

司 会：それでは加澤会長よりご挨拶をいただきたいと思います。 

よろしくお願いたします。 

 

会 長：ただいま、委員の皆さんの推薦を受けて、会長を務めることになりました、加澤で 

ございます。 

これまで、委員を通算５年程務めさせていただいたところですが、昨年度は、新

型コロナウイルス感染症により、様々な被保険者の健康を維持するための事業が

一時中断するなど大きく制限を受けるなか、感染拡大を防ぎながら事業を進めて

きたところであります。 

三沢市として、国保被保険者の健康を維持する体制を整え、安心して医療が受け

られるようにするために、相互に支えあう国保の事業運営を今後３年間どうして

いくのか、委員の皆さんのご協力をいただき、今後の運営を審議してまいりたい

と考えております。 

     委員の皆さんのご協力をお願い申し上げまして、私の挨拶とさせていただきます。

よろしくお願いします。 

 

議 長：それでは、本日の議事録署名者２名を決めたいと思います。私からの指名で宜し

いでしょうか。それでは、「坂本委員」、「種市委員」のご両名に議事録署名人を

お願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

議 長：続いて職務代行の選出について、お諮りします。選出にあたっては、会長と同じく

公益を代表する委員のうちから、選挙により選出することとなっています。いかが

取り計らえばよいか、各委員の皆さんのご意見を伺いたいと思います。 

 

田嶋委員：はい、会長指名で。 

 

議 長：会長指名と言う声がありましたが、よろしいでしょうか。 
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「なし」という声あり 

 

私から、職務代行は「佐々木委員」にお願いしたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 

佐々木委員：よろしくお願いいたします。 

 

司 会：それでは、佐々木委員よりご挨拶をいただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

佐々木委員：ただいま、職務代行に選任されました佐々木です。よろしくお願いいたします。

これからは、国民健康保険の適正化運営と市民の健康増進のために頑張っていき  

たいと思いますどうぞよろしくお願いします。 

 

議 長：はい、皆さんのご協力により、会長、職務代行も決まりました。 

ご協力、誠にありがとうございました。 

 

議 長：それでは、次に議題２の「国民健康保険税条例の一部改正について」を議題といた 

します。 

事務局に説明を願います。 

 

事 務 局：それでは、資料７ページをご参照願います。 

「条例の一部改正について」ですが、令和２年度に実施しておりました新型コロ

ナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に係る国民健康保険税

の減免について、令和 3 年度分の保険税についても、引き続き減免額の財政支援

の基準が国から示されたことから対象となる保険税の納期限を令和４年３月３１

日まで延長するものでございます。説明は以上でございます。 

 

議 長：それでは、事務局から説明がございましたが、ご質問、ご意見のある方は挙手をお 

願いします。 

 

「ありません」という声あり 

 

議  長：無いようですので次に進みます。 

 

議 長：それでは、次に議題３「国民事業優良都市視察研修について」を議題といたしま 

す。事務局の説明をお願いいたします。 

 

事 務 局：資料８ページをご参照願います。 

国保事業優良都市の視察研修については、これまで委員の改選の年に実施してお

ります。前回は平成３０年度に委員の皆さんに、研修をお願いしていたところで

ございます。 

今年は研修の年となっておりますが、新型コロナウイルス感染症の状況にもより

ますので、今後の視察研修の実施や研修先等、どの様にすべきか皆さんのご意見
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を、お伺いしたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

 

議 長：事務局から説明がありました。事務局が説明したとおり、今、新型コロナウイルス

の感染で大変苦しい中やっていかなければならない状況ですが、委員の皆さんのご

意見がありましたら、参考にさせていただきながら実施について検討していきたい

と思いますが、何かご意見ありませんか。 

 

遠藤委員：先ほど事務局から説明があったようにコロナの状況によって今年中は視察の方は

見合わせた方がいいかと個人的に思います。これについては返答は求めません。 

 

議 長：遠藤委員から意見がありましたが、他にありませんか。 

 

「なし」という声あり 

 

議 長：なければ、遠藤委員からの方からもご意見がありましたので、コロナの状況も鑑

みながらする、しないに関しても、これも、相手もあるわけですから執行部と相談

しながら年内には結論を出していきたいと思いますので、とりあえずこれはもちか

えることとします。 

 

議 長：それでは、議題３「三沢市国民健康保険第２期保健事業実施計画（データヘルス計 

画）及び第３期特定健康診査等実施計画 中間評価について」を議題といたしま

す。事務局から報告をお願いします。 

 

事 務 局：これは、中間評価の報告となりますが、別冊の資料をご覧ください。これについ

ては一戸係長の方から説明いたします。 

 

事 務 局：【「三沢市国民健康保険 第２期保健事業実施計画（データヘルス計画）、第三期特

定健康診査等実施計画 中間評価」】報告 

 

佐々木委員：５ページの保健指導の評価ですけど、特定健康診査については年々上昇傾向に

あるものの目標値には及ばない、受診勧奨などはやっているがなかなか目標値に

は達成しない状況ということでした。そこでなんですが、今後も対策を講じてや

っていくでしょうけど、例えば健診を受けなかった、受けれなかった理由の調査

をしているんでしょうか。 

 

議 長：答弁願います。 

 

事 務 局：健診を受けることができなっかった方に対しての調査、理由については把握して

おりません。 

 

佐々木委員：調査していないとのことでしたが、色んな KDB システムなどを使って分析をす

ることは良いんですけども、もしかしたら、その受診勧奨を出しますので、結果

的その理由など聞き取れてはっきりすれば次の対策に繋がっていくのではない

かなと。例えば、仕事で行きたくても行けなかったなどあれば事業主に理解して

もらうようにとか配慮してもらうように協力依頼文書を出したりとか色んなこ
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とが出来ると思うのですが、そういう事で理由の把握は必要だと思います。これ

は、意見はいいです。 

 

小西委員：２点ございます。ページの５ですけれども、保健指導の取組みのところで、糖化

ヘモグロビンの数値の名称ですけれども、HbA1 は HbA1c です。正確に記してお

いた方が良いです。それから、もう１点ですが、ジェネリック医薬品の使用促進

の取組みですが、国保として、また、国民の税金の使う立場としては促進すると

いうのは分かるのですが、以前、協議会でもお話しさせていただきましたけども

ジェネリック医薬品がきちんとしたものであれば、使用促進というのは成り立つ

わけです。ところが、一昨年、昨年よりジェネリック医薬品の製造メーカーその

あたりで、非常に不祥事が続いております。こういう事であれば、一方できちん

とした製品を提供しないでおいて促進というのは成り立たないわけです。このあ

たりは、きちんと国の方にも話をする必要があると思います。そして、そのあた

りが担保されたうえであくまでも促進という運動に繋がるという順序があると思

いますので、この辺りは誤解されないようにしておいた方が良いと思います。以

上です。 

 

議 長：執行部の意見は求めますか。 

 

小西委員：いや。結構です。 

 

議 長：小西委員からの意見がありました。この件に関しては、前回、樋口先生の方からも

必ずしも、ジェネリックが完璧にいいもの、すべての人に合うという説明じゃなく

促進していくためには、小西委員が言うようにきちんと精査して進めていかないと、

身体に合わないものを勧めていいんだとか、質の悪いものを勧めるだとかそういう

誤解が生じないように注意していくとの話をしていましたので、その辺、再度検討

しながら促進していく方法を考えていただきたいと思います。他にございませんか。 

 

遠藤委員：ちょっと細かいですが、５ページの特定健診未受診者対策で、受診勧奨ハガキを

対象者別に郵送したということで努力されているんだなということは見えてくる

んですけど、その後の受診勧奨を目的とした健康集会を開催したというのは、ど

の様な形で開催したのか具体的に教えてください。 

 

事 務 局：健康集会につきましては、具体的には毎年健康フェアーを開催しておりまして 

その際にブースというかスペースを設けまして、その中で専門的ノウハウを持っ 

た保健指導の事業者へ業務委託しているなかで、そういった内容のものを実施し 

ております。 

 

遠藤委員：受診勧奨を目的として、強くどういう形でやっているのか見えないところもあり 

ますが、やるんであれば、委託してお金をかけてやるんであれば、徹底したやり 

方も必要なのかなと思います。データは出てきているかと思うんですけど、任せ 

きりにならないような形で進めていくべきだなと。これは個人の意見です。意見 

は求めません。 

 

議  長：他にございませんか。 

 



 

 7 

山下委員：特定健康診査、保健指導の実績のところで、健康診査のところは、若干ですがア

ップしているということで、このまま引き続き頑張っていただきたいと思います。 

     一方での特定保健指導なんですけれど、平成３０年度で非常に数字がおちこんで 

おります、平成２９年度は１３６人、３０年度は１７８人に上がっており、元年 

度は１３３人にまた減っているということで、この１７８人に大きく上がってい 

る要因が分かれば、教えていただきたいと思います。 

 

事 務 局：数字の要因は把握しておりませんでした。 

 

議 長：これは後日報告できるんですか。 

 

事 務 局：後日、健康推進課の方に聞いて報告致します。 

 

議 長：それでは後日報告とします。 

 

山下委員：保健指導の方の数字が悪いということなんですけども、保健指導は訪問して保健

指導を行うと思いますが、直接面談ではなく、遠隔面談、スマホとかタブレット

を使って面談するような形、今、コロナ渦という状況もあるので、そういった形

でやるとやりやすいとか向上するのではないかと思います。協会健保も今年度か

ら遠隔面談を本格的にやることになっておりまして、非常に期待をしているとこ

ろです。その中で、遠隔面談の使用状況はどんな感じなんでしょうか。 

 

事 務 局：現在のところ遠隔面談はやっておりません。そういう状況です。 

 

山下委員：今後、一つの方策として検討されてもいいのかと思います。よろしくお願いいた

します。 

 

議 長：他にございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

議 長：私から参考までに聞きたいことがありますがよろしいですか。８ページの当市に

おいて糖尿病、腎不全は国の平均と比較し、死亡率が非常に高いとありますが、こ

れは数字的にはどのくらいというのは出ますか？ 

 

事 務 局：KDB システムから出たものですが、死亡原因としてパーセンテージで国が糖尿病

については、1.9％ 三沢市は 4.9％ 腎不全については、国が 3.4％ 三沢市が 5.3％

死亡率として高い状況でございます。 

 

議  長：他にございませんか。無いということでありますので、本件について承認といた

します。以上をもちまして、本日の案件はすべて終了いたしました。委員の皆様あり

がとうございます。今後もよろしくお願いいたします。 

 

司  会：これをもちまして、三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。皆様、大
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変お疲れ様でした。 

 

〈閉会：１４時２７分〉 

 

令和３年５月２６日開催の三沢市国民健康保険運営協議会は、以上のとおりである。 

 

 

 

三沢市国民健康保険運営協議会議長  加  澤    明      

 

 

議事録署名人  坂  本   幸  子    

 

 

議事録署名人  種  市   嗣  彦    


